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「総合的な学習の時間」の実践に向けて  
－「テー マ（単元）」づくりは誰がつくるべきか   

上智大学教接 加 藤 幸 次   

やはり「総合的な学習の時間」には，「ナビもありき」  

という原則で臨むべきである＝ 教科指導1リ、上に，総合的  

な学習では子どもが学習活動の「主人公」であるべきだ  

からである。   

テーマ設定に関して二つの在りノJ‾があるニ ーつは，子  

どもたちが「テーマ（単ノ亡）」を設定Lていく場合であ  

る。もちろん，子どもたち自身の活動の中から学習した  

いテーーマが決まってくることが望ましい＝   

例えば，学級の子どもグ）父親が交通事放で亡くなり，  

学級みんなで葬儀に参加Lたとしよう二   

子どもたちの中から「一体葬式ってピう！ノてするの」  

「お経の意味が知りたい」「今後家族はどうなっていくの」  

「一人親の家庭への援助にはどんなものがあるのか」な  

どといった関心が湧いてくるであろう。こうした関心を  

生かL，例えば，「葬式について」「一人親の家庭へJ）支  

援」についてといったテーマが決められていくのである二   

他の一つは，教師たちが「テーマ」を設定していく場  

合である。教師たちが子ピもたちの発達段階ヤ閲心を考  

慮してテーマを決める場合である＝ こうした在りノJ▲も，  

また大切である。総合的学習で学んでみたい「テーマ」  

がナビもたちから常に．11てくるわけではないこ教師の方  

で，このテーマなくLて子ビもたちの「原貢いや思い」に  

かなっているにちがいないとして，テーマを設定する場  

合である。   

教師は，学校や地域で活用できる素材を考慮するであ  

ろう二 学校ヤ地域は，子ビもたちの生活の蟹台であるか  

らである。「秋祭り」「地域の神社やおキ」「地域の芸能」  

などといったテーマを考えるであろう‥＝‥他方，社会や大  

人の「原貢いや思い」を馴央させて，いわゆる現代的課題  

からテーマを選んでくることもするであろう〔〕教師は，  

「川の流れ」「ごみのゆくえ」「麻薬」「コンピュータと現  

代社会」「匡際連合の働き」などといったテーマを子ど  

もたちに提案するであろう＝   

総合的学習にとって，どんな「テーマ」をつくって学  

習活動を計画するかという問題はきわめて奉安である。  

いゃ，すべてに先立つ重安な問題である。子どもだけが  

テーマづく：）をする人物ではない。教師もまたテーマを  

提案する人物なのである。  
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学習指導  
様々な要素の内界は，絶えず変化しています。子ビ  

もは，それらの変化に応じて廿分なりに意味付け関  

連付けながら，自分なりの思考の流れを形成してい  

きますこ また，教師も同様に，授業中の様々な変化  

に応じて指導展開を変えていこうとする教師自身の  

思考の流れを形成Lていきます。このような一連の  

思考の流れを本研究では，「文脈」とよぶことにし  

ました＝ したがって，接業中には，子ビもの学びの  

文脈と教師の指導の文脈があり，それらが，お互い  

に影響し合っていると考えられますこつ その際，予め  

教師の予想や計也していた指導の文脈にはないこと  

がらが起こることがしばしばあります。そのような  

ことがらを本研究では，「出来事」と呼ぶことにし  

ました。この出来事を取り上げ，次の二つの視点で  

分析することで，ナビもの学びに一層深く迫ること  

ができると考えました。  

＜分析の視点＞  

手と宅の学びを青む授業プ＜りを目指してり）  

詳細な授業観察と授業分析を通して一  

教育センター主任指導主事 森下 幸子  

主任指導主事 尾形 慎治  

指導主事 藤村 和彦   

毎Rの授業の中で，様々な姿を見せる子ビもたち，  

一体子どもは授業の中でどんな学びを営んでいるの  

でしょうか。子ビものあらゆる姿からその一人」面にせ  

まることで，チビもの学びがどのように営まれてい  

るのかを探ってみました。  

1 子どもの学習に影響を与える要素と四つの視点   

了一どもの学びを探るためにはまず，子ビもの一つ  

一つの言動，表情，態度について，それらがどのよ  

うな原凶でなされたかを詳細に分析することが必要  

であると考えました。そこで，十どもの 一つ一つの  

言動，表情，態度について，影響をり一えるものとし  

て考えられる，教師，子ども，教材，環境の四つの  

視点からの様々な要素のうち，どの要素に影響を受  

けているかを探りました＝ すると，ナビもの一つ一  

つの言動，表情，態度工は，それぞれ子ビもなりの  

意味があることに気付きました。、  

1 教師はチビもの文脈をどう読み取って指導の文脈   

を生成Lているか′ そこに影響を与一えている要l人＝ま   

何か 

2 千どもたちはそれぞれ出来事をどう意味付けてい   

るか そこに影響している要「ノこiは何か〔  

3 掌郎‥Jや他の子ビもが′巨成Lた新たな文脈は，個々   

のナビものテびの文脈にどのような意味があったか。  
視  点   要  素   

教  師  発問，指示，表情，行動，態度 など   

子 ど も  発言▲，つぶやき，表情，行臥 態度 など   

教  材  内容，教具，教科書，資料 など   

教室環境の構成，時間，視聴覚機器，雰馴  

環  境     気 など   

4 子どもの学びを育む授業づくりの視点   

以仁のような分析を適して，子ビもは様々な要素  

と影響し合いながら，R分なりの文脈を生成し，教  

師はそれらとともに［分ト′1身の文脈を読み取りなが  

ら，子ビもと共に新たな文脈を牛成しつつ，授業が  

創造されていく様子が見て取れたように思います。   

本研究での分析を通して，予ビもの学びを育む授  

業づくりの具体化に向けた基本爪な方向性として，  

次の三つの視点にまとめました 

2 子どもの内面を読み取る工夫   

子どもの学びは内的な営みであり，それを読み取  

るためには，推測していくしかありません＝したがっ  

て，できる限り客観的な資料を得ることが必要主なっ  

てきます。〕不研究では，録画や録音の他，次のよう  

な力‘法で資料の収集を試みまLた。   
視点1 子どもを見取り，読み取る  

rノリ面を言1■己み収ろうとする意識を′．11■こ二持つ   

二 子ビもの言動，表′情，態度を見取る  

様々な貰おとの関係性から読み収る  

」’一ビもの「勺而を把柑できる賓料ヰⅠ二丈する  

視点2 文脈をつかみ，書き換える   
こ 指導の丈陀とノjニ：びの丈胱のずれを敏感に感じ取る   

こ その場に心して柔軟に相模の文脈を古き抱える  

視点3 教材研究を深め，生かす   
ご 育てたい兄んや考え方などについて理解する  

授業中の了▲どもの立場になって授業に参和する  

参与観察  

「心のつぶやき」欄を設けたワークシート   

授業後の教師の簡単な振り返りメモ   

授業を客観的に振り返る「00になって見た授  

業lいの私」と超した作文 など  

本時の′㌢［椚耳呑の本賃封二もとづいて学習を展開する  

3 「文脈」と「出来事」   

授業の進行とともに子どもの学びに影響を与▲える  ※詳細は，教育センター研究紀要第20号をご覧ください、  
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生徒指導  

轡織の胸痛．綴精髄．許師の指導性ほ  
降する韻宜研究  

教育センター主任指導主事（事）主任 砂原 文男  

主任指導主事（事）主任 木村 正信  

主任指導主事 名和原恵理  

指導主事 首藤 龍麿   
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コ「 壬    」ノ   批  白」パ ーJ   。史  

ヨ ナ    ノノ．  一′⊥  □ ′」ゝし）メイ」りノニ  ‥r  

コ  ん  ＝1 丁′、ニきノ）」【せ ■ ノ ニ）帖   

学級の機能を有効にはたらかせ，学級経営を允実  

させていくためには，何が求められているのでしょ  

うか。本棚究では，学維の機能について児竜隼徒及  

び敦帥を対象に意識調香を行い，集団の凝集性（イブ：  

級の魅力）及び教師の指導性（かかわり力▲）と学級  

の機能との関係を探ってみました。   

ここでは，調査の結果の内，学級の機能と凝集性  

との関係について概略を紹介します。  

規範性のある学級や授業がきちんとできる学級よ  

りも自分が安心して生活できる学級，自分の気持ち  

を自由に州せるノ、ユ：：搬を強く望んでいることがわかり  

ます。  

（2）学級の畦ノ」と学級の機能に関する子どもの行動  

との関係   

調査対象学級を，学級機能上位群と学級機能下位  

群に分け，集団の持つ魅ノ」が字級の碓能にどのよう  

に関係をしているかを表しているのが下のグラフ  

です。   

小学生では，「23 先1＝二話しかけられたときに  

嬉しいと感じるかどうか」という担任の親近感に基  

づく魅力が学級の機能に人きく関係していることが  

わかります〔）   

小学4 ■6年生は，小学2年生と比べると「目標  

の持つ魅ノ」（‘25，26）」が学級の機能に人きく影響  

するようになっています。   

中学生では，「仲間の持つ魅ノ」（21，22）」，「教帥  

の持つ魅力（23，24）」，「目標の持つ魅ノ」（25，26）」  

の順に，学級の機能に関する子どもの行動に与える  

影響が大きくなっています。  

1 学級の機能   

学級集トjlは，その果たしている役割から，学習菓  

l軋「「治的集「孔生活集団といった三つの側面をもっ  

ています。この三つの側面からとらえたとき，学級  

の機能には次の五つがあると本研究ではとらえま  

したっ  
′‾ ‾ ‾‘‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ■－■ ‾ ‾ ■‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ■■‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾  

1ヤ習意欲を高める機能……………… 」二とLて「学習集心」  

l㌢協ノ」性を高める機能  
1  

1：′卓二他者との共同牛清をナぶ牒湖  

l  

仁王規範意識を高評）る機能  

：ふ情緒を安定させる機肝・・ ・j二として「生活矧、岨  

2 集団の凝集性   

集団の凝集性とは，メンバーを集団の中にづlきつ  

け，まとまりを強める力のことです。本研究では次  

の三つの視点から凝集性をとらえました。   

′トミニ瓶コ†ソト  1・6隼′ト  

ユ：  う〔            利〕  Bコ   たコ  1C〕  

凝集性  

21；∴′ニユた史｛、し、ろブ〕了亨持．ゴ‡く  

こと▲⊥、、■すケ  

ご三言二′て毒∴ウニ喝∴卑強ノt：∴竺  

「∵√丁ト∴こ㌣吏ノノて1  

23 L㌧’二】；日1壬〔筆竺L言責しカ、こ丁三r 

′丁‘  

ンd車て．†こま担任Cり先生か・〕∴Jナノ㌧rし†  

時フれノ〉、てす乃  

25あ′；た」Ti7雫〔り］寺♪ナ絶て巨‖更l天才  

て巧り絹ぢしTとが楽しノし＼丁サケ  

26景なた刀草根こ二Lイカん．勺て▲こ ∴ノム  

たし、と思う二と刀、たくさんテります  

守  

‘‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ■ ■ ■ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ■■‾ ‾ ‾ ■ ■ ■ ■‾ ‾ ‾ ‾‘‾  ‾ ヽ  

J室川間の魅力3教蘭の魅力 弓二戸学級の目標の魅力  

3 調査結果の分析・考察  

（1）子どもの好きな学級像   

子どもは，どのような機能を学級に求めているの  

でしょうか。   

次のグラフは，「あなたの好きな芋級は，どんな  

学級ですか」という設問に村する調査結果の集計で  

す。  

学級機能上位群  学級機能卜位群  

注）グラフの美紀と点線の開きが人きいほど，その項目がチ級   

の機能に人きく関係していることを表していますこ、  

戦詳緋は，孜育センター研究記更第20ぢ一をご覧ください。  
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教育センターが取り組んでいる研究の紹介  

担当：吉什・永岡  

教育調査（指定都市第13次共同研究）  

●   「子どもたちの意識を通して教育改革の道標を探る－はたして子どもたちは変わったのか－」  

担当：井坂  

平成12年度 第7国広島市教育センター教育研究発表大会  

8月3口休），245名の先生方の参加を得て，第7恒」教  

育センター教育研究発表大会を開催しました 

本人会では，「f一どもの学びを育む教育の創造」をテー  

マに，17の分科会で研究発表が行われました〔ノそれぞれ  

の分科会では，子どもたちの思いや興味・関心を大切に  

して，生きてはたらく力となる学びを育むための学習活  

動や教帥の支援の在り方について，発表をもとに活発な  

買疑や協議が行われました。参加者からは「j′一どもの  

学びの立場から，授業を見直していくことの大切さをあらためて考えました」「パソコン，＼’TR等を使っ  

たわかりやすい発表でした」等の感想をいただきました。   

後半の講演会では，野球評論家のlJ」本・義さんに，「人を育てる」と題して，自己実現のために目標をもっ  

て挑み続けることの大切さ，指導者としての在り方について，ご自身の体験を通して語っていただき，「熱  

いもの」「勢い」を感じさせていただきました「ノ   

今回の研究発表大会では，初めての試みとして，メダカやケナフの乱 ツタンカーメン王のエンドウ豆と  

いった教材を配布し，参加者には大好評でした。多数のご参加をいただき，本当にありがとうございました。  



払∈＝刃仮＝ヨ闇 ㊥田命   

教育センターでは，各学校等における教育活動等を支援するため．教育情報を計画的に収集，整備してお  

りますこノ平成12年度に購入Lた教育同書やビデオ教材の一部を紹介します  

－｝l、   二一－、． ・■■■－、  ■    ■   ナ・二 
． 

教育 ▲般  

教育十  

字習指ヰ法   

国語科教育  

社会科教育  
等数科教育  

二哩軒数育  

牛f■雉1・教育  

音楽科教育  
図画⊥1′羊軒数育  

技術・家庭科教個  

体育件数育  

外国語科教育  

道徳教育  

特別活動  
障害児教育  

幼椎国教古  
生徒指導  

教育丁学  
社会教育  

授業づ くりをささえる  

教育学を学ぶ  

シリーズ掟業 実践打）批評と創造   

第1・2・5・7・8・9・別巻  

「仁え合う力」とは付かある国語教室からの発信  

絵と写真で学ぶ日本の歴史 1、1  

満載 算数的活動  

J’▲どもの学びにそくした理科ほ業のデザイ ン  
生活科 自然とともに学ぶ1年生  

音楽教育学研究  1＼3  
だれでもできる中学美術鑑賞の授業  

中学校技術・家庭科 技術分野題材整  
体育授業づく：い＼の挑戦i∴＼さ  

総合的な学閂 はじめての小芋校英詣  

′」、学校 新しい道徳指導の案間 1＼6年  

中学校国際理解教育の活動プラン  

乍面的な発達をめざす障害し巳≠級の学習指導計画案覧  
新しい教育課杵と保台の展開  

ソーシャルスキル数台で子ビもが変わる  
情報教台の方法と実践 ′ト学校編・中学校満  

生涯学習・社会教育行政必携 平成1ご年度版  

石井 順治 著  
柴【l兼松 編著  

稲垣 忠彦  
河合 隼雄 著  

花田 惟・著  

古川 清行 他者  
全回算放授業研究会 編  
森本 信也 著  

植竹 紀行 著  
H本音楽教育学会 福  

神吉 帽 著  
中村 祐治 編著  

山本 眞美 編著  

渡邁 寛治 編著  
尾田 幸雄 編著  

高階 玲冶 編著  
汗∪ 季好 著  

小田 豊 他 編著  
小林 止幸 編著  

赤鋸 侃nj 編著  
生涯学習・社会教育行政  

研究会 編  

福神・ボランティア関係  『体験から辛ふL、のふれあい≦  
三学びあい・支え合い一生涯学習とボランテ  

アポランティアオイドシ1ノーズ 高齢者編二  

子ボランティアオイドシリーズ 障害者編  

この他にも教育社誌，各学校・幼稚園の実践研究物等も多数収集Lております。ぜひ，ご活踊ください。  

「評価」と「評定」ってどう違うの？   

「評価」という言葉を普段孜々は，「自己評価する」とか「相対評価する」などという言い方で使ったり，  

「評定」という言葉は，教科の成績を数字で表すときに「5段階評定」などという言い方で使ったりしていま  

す。この二つの言葉は，どう違うのでしょうか。≡新字佼用語辞典』「ぎょうせい）には，それぞれ次のように  

記述してあi）ます。  

・「教育評価は，教育に関連する種々の活動を，活動が目的とする臼標をいかに実現しえたか，という観点か  

ら査定し，その効果を判断し，教育の改善・決定を回ろうとするはたらきをいう。」  

・「教育実践における評定とは，児童・生徒の学習成果（作品，レポート），行動や性格，総合的学力なと  

について．観察や面接を含めたデータを基に，特定のチェックリストにより，分類・段階づけを行うことをい  

う。」   
また，『学習指導用語辞 典』（教育出版）では，評価と評定を次のように区別しています。  

「評価は教育目標を追求する活動の部分であり，目標達成へ向かっての行動，調整，行動と繰り返し進めてい  

く過程であるのに対し，評定は値うちをはっきりさせる意であるから，すでに定まっている基準や尺度に照ら  

し，価値判定することである。したがって日軌二向かって調整する機能を持っていない。」   

このほかにも，いろいろな説がありますが，評価は，たえず実践捕動にフナードバックしたり指導と学習の  

あり方や方向を調整したりするもので，評定は，ある時点で子どもの学習の状態を明らかにするものだと解釈  

することができます。  

‾〇   
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取り入れてみましょう   

をもとに，教師がナビも一人一人にインタビューL，  

ナビもといっしょに学閂の過程を振り返り，次に努力  

するべきめあてを明確にしていくという方法です√   

二の「会議」では，次の一キに留意しましょう＝  

総合的な学習の時間  

子どもの自己評価力を高めることをねらうポー  

トフォリオを活用した「会議（conference）」  

担当：森下   

1 会議は短く r5、7分程度でノ しましょう  

2 まず，ナビもがR分の学習成果をどう考えてい   

るかを問いましょう  

3 チビもに，テ習のどこに問題があるか，発見さ   

せましょう  

4 ナビもが教師の提案を必ずLも受け入れる必要   

はないという自由な雰l叶気をつくりましょう  

5 会議の臼的は，学習成果を改善することではな   

く了▲どもの自己評価力を高めることにあることを   

銘記しておきまLよう   

「試合で勝つために，それまでの何十回となくLた  

負けの試合から学べなければ，一流とは言えない」  

これは，あるプロのスポーツ選手の言葉ですが，自ら  

学び自ら考える力の育成を目指す総合的な学習におし  

ても，子どもたちが自分で自分の活動を振り返って，  

R分にとっての学習活動の意味を考えていくことが大  

切です。それが，次の学習づくりや生涯学屑の基礎と  

なる力量を育てることにつながっていくからです   

そこで，ポートフナリオを活用して，学習を振り返  

り自己評価力を高めるために，教聞と子ビもとの小さ  

な「会議（conference）」を取り入れてみましょう＝   

ポートフすりオは，F子ビもの学習の過程及び成果  

に関する情報・貴料が，長期にわたり目的的計画的に  

蓄積された集積物』のことです 

小さな「会議」は，これらの子ビもの作品や振り返  

りカード，作文等学習中に記茅表され，つくられたもの  

「会議」の中での教師からの閃いや提案，評価を適  

して，子どもたちは，自分が探究している問題の価値  

や，自分のものの姐方，考え方に気付き，よりよい探  

究に向かって自ら計画を修正しながら，目標の実現に  

向かっていくのです）「会議」は十ども一人一人にあっ  

た支援をLていくために有効な方法です′ご  

見直してみましょう   

牛．徒がユさんを知っているかどうか  

生徒がAさんがどこにいるかを知っているかどう  
英語科（高）  

英語を運用することの楽しさを味わわせる「タ  

スク（作業課題）を課した言語活動」  

担当：藤村   

′．▲  

5 聴かれた相子が主ニゴについて知っているかどうか   

Aさんを知っている場合は，Aきんがどニ：二いるか  

知っているのであれば何も言わずに上さんのところへ  

行くでしょうし，知らなければ“Ⅵ’11汀eiゝA、．，”“whel・e  

CanIfindA？”など，いろいろな表現で．1きんがとこに  

いるのか知ろうとするでLようこ．1きんを知らない場  

合は，hwhoisA？’’“wha［doesAlooLlike？■’など，ま  

ず，Aさんについて知ろうとするで1Jよう あるいは，  

Aさんがいる場所に行って直接‘‘Al・e）（1し1A■7’’いWh（）iゝ  

A？”“what’s your nalTle？”となるかもしれません。も  

しかしたら，Aさんを知っている誰かに，自分の代わ  

りに手紙を渡してくれるよう頼むかもしれません＝   

Aさんに手紙を渡すという課題を解決するために，  

生徒はR分や相子の状況を考えながら，R分の知って  
いる言語材料を駆使し，言語活劇沌行います。課題解  

決の方法はオープン・エンドなので，与えられたタス  

クに興味がもてれば，生徒は一生懸命英語を使って課  

題を解決しようとするでしょう、 

生徒の興味を刺激するようなタスクを課した言語活  

動を見直してみまLよう。  

高等学校学習指導要領解説 外国語編 英語編（平  

成11年12月）に，「コミュニケーションにおいては常  

に，言語が具体的な場面において，具体的な働きを果  

たすために使用される。したがって，実践的コミュニ  

ケーション能力の育成を皐祝する場合，言語の使用場  

面と働きを明確にとらえておく必妾がある√」と記さ  

れています。つまり，どのような場面で，どのような  

働きで，どのような言語材料をもちいて言語活動を行  

うのかが重要になってきます＝   

そこで，タスク（作業課題1を諜ノた活動を工夫し  

してみましょう。   

タスクを課した活動とは，コミュニケーションを通  

してある日標（課題）を達成・解決）するための手段  

として英語をもちいる活動です。   

たとえば，「Aさんに手紙を渡す」というタスクを  

課した場合，コミュニケーションの内容ほ，次の状況  

∴よって代わってきます。  

－■■＝－   
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活用してみましょう  

理科（小）  
糞便の標本づくりでは，まず，風通しのよい所で1、  

2ケ月間くらいかけて卜分乾燥させます。その後，外  

側にニスを塗って固めて完成です。子どもたちに提ホ  

寸るときは，チャックイ、Jきの透明ビニルパックなどに  

人れます。また．子どもたちに直接触来させたいとき  

は，標本の外側にアクリル樹脂を塗って全休をコーティ  

ングします。樹脂が中まで染みとおり，本物と同じよ  

うな重量感がでて きます。   

糞便の教材化は，単に理科の学習だけにとどまらず．  

「総合的なノア二習の相関」における環境や国際理解など  

／テ、∪的な教育課題への活用も期待できます。  

動物の糞便を教材とした授業づくり  

担当：板敷   

新学習指導要領の「生物とその環境」では，その内  

容の巾に，「氏べ物が消化．吸収，排出される」とい  

うものがあります、、この「勺芥を考える教材として動物  

の糞便を取り上げてはどうでしょうか。   

人間を含め，すべての生物が排泄をします。その糞  

使を観察することによって，その生物の体のつくりや  

働き，その生物の住環境等がみえてきます。それらの  

ことを通して，生物が生命を維持していくためには，  

まわりの環境ヒのかかわりから考えなければいけない  

ことに考えが広がっていきます。さらに，生命を尊重  

する態度を育てることにもつながります。   

導入の教材としてパンダやコアラの発憤が効果的で  

す‥例えば，パンダの糞便は，その食性から，とても  

発憤には見えないような形やかおりですてノそれゆえに，  

学習への野‡昧・関心を高めることができると考えま  

す。  
パンダの糞（パンダやコアラの萱の入手先等の問い合わせは板敷まで）  

取り入れてみましょう   

『新聞記者になろうゲーム』  

〔方法〕  
宜5、6八のグループをつくる。  

② テレビのニュースを録画しておいて，了▲どもに見   

せる。  

⑨グル←プ1勺で，重点的に聞き取る1勺容について分   

担させる（日時，場所，人物、事件の概要など）〔、  

④ 聞き取ったことについて，グループ内で話し合わ   

生徒指導  

ソーシャルスキル・トレーニンクで子ども同士  

の人間関係づくりを  

担当：≡原   

●  

授業中，「先生，もう一度言ってください」「え，何  

するん？」など，説明したにもかかわらず，何度も尋  

ねてくる了一どもはいませんか。もちろん教師の説明，  

質問の什方にも原因があるかも知れませんが，子ども  

たちにも「人の話を聞く」という力をもっと身につけ  

させたいところです。   

そこで，ソーシャルスキル・トレーニングを取り入  

れてみてはどうでしょうか。ソーシャルスキルとは，  

「集何の巾でr【」滑な人間関係をつくるために必要な技  

術」のことです。  

せ，槻宴をまとめさせる〔  

も教師が，「この事件は，   

どこでおきたのでLよう   

か？」など，いくつか質   

問して，答えられた数だ   

けポイントを与える。〕   

このような取り組みによって，人の話を正しく聞く  
姿勢が育っていけば，授業中の聞く態度や，子ども同  

上の八開関係づくりにおいても良い変化が見られるで  

しょう。   

【参考文献】  

国分康孝・／ト林■【［幸・相川 允「ソーシャルスキル教  

育で学校が変わる」′ト学校1999 図書文化   

ソーシャルスキルの主なもの  

Cあいさつ  ロ自分のノ世、いを表規する Lつ人のJ舌を聞く  

〔⊃人に質問するコ人に何かを析む  ニうまく断れる  

○援助する  0他者と協ノ」する  など   

ここでは「人の話を聞く」ということでの具体的な  

根り組み例を紹介します。  



教再センターひ引ざ  

研究協力員・研究協力校   広島市立学校教育実践校・幼稚  

教育センターの指導主事が前掲（P．1〕のような  

教育研究を進めるに当たり，次の先生方または学校  

に研究の協力をお願いしています。  

平成12年度 研究協力員  

・ノ成1コイド5月＼、ト成1ニ粁3月   

本年度より教育センターでは，プこの部門での研究  

を学校・固単†キで支援していますっ  

校  研究推進  
棺   研究部門   テ校・同名  

代表者名   

′」、  人仰かおる  

島秀、l（   

＝丁坂城小字較   松  学 績合純な′   丈町′」、′テ佼は冨詰キ⊥‡   
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋  

⊥一川孝利  
校   れ山英之   

・い  石森康＋  
字うち土合仁ミ」な芋習吋 部】い 学校  
校  西削  稔  

二1津同  幼稚園教育 長束幼惟同   佐 藤 モ 忠   

研究領域  

り日当者〕  
研究l競力員名  所ノ．引去・同   

学習指導  

三原裕隆  棲 野  沌   職町小学校   

尾 形 慎 治  西 原 典 子   千田小千枚   

藤 村 利 彦  藤 本 文 恵   深川小学校   

生徒指導   浦 上 正 人   縁井小学校   

砂 原 文 男   久 松 ひとみ 吉島′」、テ校   

名和原 恵 理  杯  宗 男   亀山l恒子校   

首 藤 龍 麿   河 H 優 子   ［］浦中子校   

平成12年度 研究協力校  

研究領域   研究推進   

（担当者：・  

研究協力校        代表者名  

∩   

木ト」■7ヒ信  

学習指導  森下辛丁  
前田憲壮   

教育課題  似 島 小 学 校  川 山 大 輔  枚 数 憲 政  可部向小学校  を 甲 良 文   
松 浦 俊 雄       u ‥■広中学校栗 田 裕 司   

住 吉  磨  長束中子校香 川 豊 志   

学校経営   （4、9月）  
石原  洋   

（ 
五日市中央小学校  永l瑚 敏 彦   山 卜 美智丁   

広島市立学校教育研究生  
、l（成12Tl二丁仁ト・ノ克1コイト1コ円   

本年度は次の6才，の先生方が，それぞれの部門で  

大学の指導教官や指導主事の支指を受けながら研究  

を進めておられます。   

「敦員長期研修生1伴成駒川目イ庄13イド3月   

本年度後期は次の8名の先生方が，それぞれの専  

門分野で研修を進めておられます。  

2学期は，新教育課程へ向けての研究・実践も  

本格化する時期ではないでしょうか二 皆様の教育  

実践の充実に，動満センターを活用Lていただき  

ますようお願いいたします二  
障害児教育：西出 由香  

情 報 教 育：蒲生 篤大  

理 科 教 育：田村 浩一  

総合的な学習：浅海富士夫  

音楽科教育：佐藤真実子  

特 別 活 動：池本 和代  

生 徒 指 導：中元  功  

幼稚園教育：南  直子  

（可部南小学校1  

し′友北小学校〕  

（附戸小学校〕  

（江披′」、学校）  

（三入中学校1  

（束原中学校）  

（：亀崎中学校）  

（口田幼稚園）  

表紙絵 広島市立伴小学校長  松元 利夫  
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